
国立大学法人京都工芸繊維大学の平成30年度の業務の実績に対する 

国立大学法人評価委員会の評価結果について 

 

 

標記のことについて、令和元年11月25日付けで国立大学法人評価委員会から

次のとおり評価結果の通知を受けましたので公表いたします。 

 

全体として、平成30年度計画の記載事項すべてにおいて「年度計画を上回っ

て実施している」又は「年度計画を十分に実施している」と認められるとされ、

それぞれの目標について「順調に進んでいる」と評価されました。 

 

個別の事項では、業務運営・財務内容等の状況において、テニュアトラック

制度による新採用教員の割合が年度計画を著しく上回っていると評価された一

方、入学選抜試験における出題ミスや研究費における不適切な経理が課題とさ

れました。教育研究等の質の向上の状況においては、「地域創生Tech Program」

におけるPBL・インターンシップ科目や「学生と教員の共同プロジェクト」にお

ける「学生フォーミュラ参戦プロジェクト」の実施といった地元企業等と連携・

協力した実践教育をはじめ、海外大学との国際連携プログラムの展開（ジョイ

ント・ディグリー及びダブルディグリープログラム）や、デザインを中核とし

た産学公連携による博士人材育成プログラムの構築（デザインセントリックエ

ンジニアリングプログラム）、「イタリア学長会議」との「組織」対「組織」

の国際連携ネットワーク基盤強化に関する取組が教育研究の質の向上につなが

るものとして評価されました。 

また、「戦略的・意欲的な目標・計画」の取組としては、モンゴル工学系高

等教育支援事業（ツイニング・プログラム）による学部３年次編入生の受入や

サマープログラム等の短期招聘プログラム・国費外国人留学生の優先配置を行

う特別プログラムの実施といった留学生受入に関する取組と、職員の英語運用

能力（TOEICスコア）向上のための研修の実施が積極的な取組として取り上げら

れました。 

 

課題とされた事項については、真摯に受け止め、再発防止に向けた組織的な

取組を実施するとともに、今回取り上げられていないその他の事項についても、

教育研究の質の向上と大学運営の改善に努め、地域社会をはじめとする、社会

からの負託に応えていく所存です。 

 

国立大学法人京都工芸繊維大学 



30  

 

 

 

 

 

30

 

JICA

74

21

2019 2021

 

e-learning

TOEIC 600 TOEIC

TOEIC

TOEIC 107 730

30 TOEIC

500 504 730

1.9 17.3



- 2 - 

 

 

 

18

 

 

30  

  

24- -

57 20

 

 

30  

  

31 AO

 

 

 

 

 



- 3 - 

 

 

 

 

 

 

 

30  

  

 

  



- 4 - 

 

30  

  

28 Tech Program

30

16

 

29

Master 

of Architecture

31  

dCEP

dCEP 

dCEP  

80

30

”Italy and Japan. Partners in research and education”

 


	H30評価結果_HP掲載文書
	54京都工芸繊維大学_評価結果

